
　

去
る
六
月
二
十
八
日
（
木
）、
亀
山
商
工
会

議
所
通
常
議
員
総
会
を
亀
山
商
工
会
館
二
階

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
左
記
の
三
議
案
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。

一
、
「
副
会
頭
一
名
補
充
選
任
に
つ
い
て
」

二
、
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
並
び
に
一

　
　
　

般
会
計
・
特
別
会
計
収
支
決
算
承
認
に

　
　
　

つ
い
て
」

三
、
「
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

　
　
　

計
収
支
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
岩
佐
会
頭
は
「
極
め

て
厳
し
い
地
方
経
済
の
状
況
下
に
お
い
て
、
六

十
年
余
の
永
き
に
亘
り
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
た
、
歴
史
あ
る
地
域
総
合
経
済
団

体
で
あ
る
商
工
会
議
所
が
地
域
経
済
の
中
核
的

存
在
と
し
て
、
地
域
や
企
業
を
取
り
巻
く
様
々

な
課
題
を
克
服
し
、
よ
り
活
躍
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
役
員
・
議
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
も
と
、
商
工
会
議
所
一
丸
と
な
っ
て
、
更

な
る
事
業
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
前
年
度
末
を
以
っ
て
退
任
さ
れ
た
長

田
前
会
頭
に
対
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
・
亀

山
商
工
会
議
所
会
頭
の
連
名
に
よ
る
感
謝
状
と

三
重
県
産
業
教
育
振
興
会
の
感
謝
状
が
岩
佐
会

頭
よ
り
、
ま
た
日
本
電
信
ユ
ー
ザ
協
会
か
ら
の

感
謝
状
が
同
協
会
横
田
事
務
局
長
よ
り
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
案
第
一
号
の
議
事
に
入
り
、
一

号
議
員
の
櫻
井
八
郎 

氏
（
㈱
プ
ラ
ザ
チ
ェ
ー

ン　

代
表
取
締
役 

）
が
副
会
頭
と
し
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
二
号
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年

度
末
の
会
員
数
の
状
況
や
昨
年
度
取
り
組
ん
だ
、

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
等
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
報
告
。
平
成
二
十
三
年
度
の
一
般
会
計
収

支
決
算
額
は
七
二
、
六
九
八
千
円
、
ま
た
、
中

小
企
業
相
談
所
特
別
会
計
の
収
支
決
算
額
は 

三
三
、
七
七
八
千
円
と
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
三
号
に
お
い
て
は
、
本
年
度
、
新
た

に
取
り
組
む
事
業
に
よ
り
補
正
さ
れ
た
、
一
般

会
計
収
支
補
正
予
算
額
が
八
一
、
二
五
〇
千
円
、

ま
た
中
小
企
業
相
談
所
の
特
別
会
計
収
支
補
正

予
算
額
が 

四
一
、
四
〇
〇
千
円
と
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

演
題  ｢

三
重
県
の
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
政
策
に
つ
い
て｣

講
師 

三
重
県
副
知
事  

石
垣
英
一 

氏  

　

総
会
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、

三
重
県
の
成
長
戦
略
の
中
核
で
あ
る
、
み
え
産

業
振
興
戦
略
の
概
要
に
加
え
、
石
垣
副
知
事
か

ら
見
た
三
重
県
政
の
状
況
、
歴
任
さ
れ
た
四
日

市
港
の
現
状
か
ら
見
た
我
が
国
経
済
の
状
況
な

ど
を
お
話
い
た
だ
き
、
出
席
議
員
全
員
、
熱
心

に
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
終
了
後
、
議
員
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
岩
佐
会
頭
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
ご
来

賓
を
代
表
し
、
櫻
井
亀
山
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
坂
亀
山
市
議
会
議
長
の
乾
杯
で
、

ご
来
賓
の
方
々
と
出
席
議
員
は
情
報
交
換
と
更

な
る
親
睦
を
深
め
、
長
田
三
重
県
議
会
議
員
の

中
締
め
で
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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〜
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来
る
九
月
一
日（
土
）亀
山
市
文
化
会
館
に

て
三
重
県
連
大
会
亀
山
大
会
を
亀
山
商
工
会

議
所
青
年
部
主
管
の
も
と
開
催
致
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
十
二
年
に
一
度
し
か
回
っ
て
く

る
こ
と
の
な
い
貴
重
な
事
業
に
な
り
ま
す
。

　
『
集
え
亀
山
へ
！
掴
め
チ
ャ
ン
ス
を
！
』
を

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
若
手
育
成
事
業

（
第
一
分
科
会
・
第
二
分
科
会
）・
基
調
講
演
・

記
念
式
典
・
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

　

第
一
分
科
会
は
、
経
営
力
Ｕ
Ｐ
に
繋
が
る

八
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
専
門
家
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
招
き
、
青
年
部
同
士
が

自
社
の
課
題
や
問
題
点
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

解
決
策
等
を
み
つ
け
だ
し
、
今
後
の
企
業
経

営
に
役
立
つ
よ
う
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
分
科
会
で
は
、
昨
年
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
や
三
重
県
南
部
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
た
台
風
等
の
自
然
災
害
時
に
事

業
継
続
す
る
為
の
事
前
準
備
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　

基
調
講
演
に
は
、
獨
協
大
学
教
授
で
あ
り

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓
郎
氏
を
お
招
き

し
、「
中
小
企
業
の
今
後
と
日
本
経
済
」を
テ
ー

マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
基
調
講
演
は
一
般
公
開
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
、
是
非
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

三
重
県
連
大
会
亀
山
大
会

　
　
　
　
　
　

     

実
行
委
員
長
よ
り

　

永
年
に
亘
り
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
経
験
し
、様
々

な
先
輩
方
か
ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
熱
い
指
導
を
受
け
、
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
三
重
県
内

の
若
手
経
営
者
が
集
う
県
連
大
会
を
、『
主
管

単
会
の
成
長
は
も
と
よ
り
、
参
加
者
自
身
が

目
的
意
識
を
持
っ
て
参
加
し
、
各
事
業
所
の

今
後
の
発
展
に
寄
与
す
る
』
も
の
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

亀
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
っ
て
、
県
連
大
会
の
主

管
は
初
め
て
の
体
験
で
す
。
こ
の
大
会
を
実

行
す
る
に
あ
た
り
、『
ど
う
す
れ
ば
参
加
事
業

所
の
発
展
に
つ
な
が
る
県
連
大
会
と
な
る
の

か
』
を
会
員
同
士
が
熱
く
語
り
合
う
こ
と
で
、

更
に
友
情
・
団
結
力
が
増
し
、
必
ず
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
集
約
し
、
失
敗
を
恐

れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
で
、
亀
山
Ｙ

Ｅ
Ｇ
一
丸
と
な
り
充
実
感
の
あ
る
県
連
大
会

を
目
指
し
ま
す
。

■
講　

師
…
森
永
卓
郎　

氏

■
時　

間
…
十
五
時
か
ら
十
六
時
三
〇
分

■
受　

付
…
十
四
時
三
〇
分
か
ら

■
場　

所
…
亀
山
市
文
化
会
館

　

※
入
場
料
は
無
料
で
す
。
座
席
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　

今
年
で
二
十
一
回
目
を
迎
え
る
亀
山
市
の

夏
の
風
物
詩
「
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大

会
」
が
八
月
十
八
日（
土
）午
後
七
時
三
十
分

よ
り
鈴
鹿
川
河
川
敷
の
亀
山
市
消
防
本
部
関

消
防
署
西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
打
上
げ
を
し
ま

す
。（
雨
天
時
は
十
九
日（
日
）二
十
五
日（
土
）

二
十
六
日（
日
）に
そ
れ
ぞ
れ
順
延
）

　

ま
た
花
火
実
行
委
員
会
に
よ
る
会
議
を
数

回
行
い
、
花
火
大
会
当
日
に
向
け
て
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
全
て
を
統

括
す
る
の
が
、
実
行

委
員
長
で
あ
る
豊
田

知
生
さ
ん
、
委
員
長

を
支
え
る
の
が
山
本

力
さ
ん
・
清
水
隆
啓

さ
ん
・
板
谷
英
治
さ

ん
の
三
人
の
副
実
行

委
員
長
で
す
。

　

今
年
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
昨
年

復
活
い
た
し
ま
し
た

〝
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
〞
を
行
い
ま
す
。
家
族
や

恋
人
な
ど
に
日
頃
言
え
な
い
感
謝
の
気
持
ち

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
用
紙
は
亀
山
商
工
会
議
所
・
亀
山
市
関

支
所
・
亀
山
市
観
光
協
会
に
置
い
て
あ
り
ま

す
の
で
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

　

最
後
に
昨
年
以
上
に
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団

結
し
、
み
な
さ
ま
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る

花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、
是
非
、
当
日

会
場
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

※
花
火
当
日
は
駐
車
場
に
も
限
り
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
御
利
用
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
、
お
酒
を
飲
ま
れ
る
方
は
飲

　

酒
運
転
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会

  
青 
年 

部 

通 

信　
三
重
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

三
重
県
連
大
会　

亀
山
大
会

〜
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
　
　
　

将
来
の
亀
山
を
創
造
し
ま
せ
ん
か
〜

　

亀
山
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
商
工
業
の
経

営
者
、
後
継
者
と
し
て
指
導
力
、
会
話
法
な
ど

を
学
ぶ
た
め
の
、
様
々
な
研
修
・
講
習
会
な
ど

を
行
い
、
個
人
の
人
格
見
識
を
高
め
、
商
工
業

全
般
の
健
全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内

の
若
手
経
営
者
と
異
業
種
交
流
を
図
り
、
地
域

商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活

三重県連大会
亀山大会

『基調講演』

動
し
て
い
ま
す
。

[

設
立]

平
成
三
年
三
月
二
十
二
日 [

会
員
数]

七
十
四
名[

入
会
資
格]

会
員
事
業
所
の
経
営

者
・
後
継
者
な
ど
で
、
入
会
時
満
四
十
五
歳
未

満
の
方 [

事
業
内
容]

①
月
例
会
：
全
会
員
の

会
議
②
委
員
会
：
会
員
は
四
委
員
会
あ
る
中
の

一
委
員
会
に
所
属
し
、
会
議
に
参
加
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

亀
山
商
工
会
議
所　

青
年
部

　

℡  

八
二
―
一
三
三
一

　
　

  

九
六
―
〇
三
三
〇　

亀
山
商
工
会
議
所
女
性
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　

入
り
ま
せ
ん
か
！

 

【
青
年
部
】
新
入
会
員
募
集
！

－ 2－



  

去
る
六
月
六
日（
水
）、
女
性
部
通
常
総
会
を

大
津
市
の
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
、
十
七

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
決
算
、
ま
た

事
業
計
画
及
び
予
算（
案
）が
協
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
引
続
き
、「
若
手
後
継
者
育

成
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
株
式
会
社
三
井
寺

力
餅
本
家
代
表
取
締
役
会
長
で
あ
り
、
大
津
女

性
会
の
会
長
で
も
あ
る
、
遠
藤
糸
子
氏
を
お
招

き
し
、「
歩
ん
で
き
た
道
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

講
演
で
は
、
遠
藤
氏
が
実
際
に
経
験
し
て
き

た
こ
と
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
不
安
定
な
時

代
で
生
き
残
る
に
は
、
自
分
の
生
か
さ
れ
て
い

る
意
味
を
考
え
、「
女
性
は
太
陽
に
な
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
大
津

女
性
会
の
方
々
と
昼
食
を

共
に
し
な
が
ら
楽
し
く
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
交
流

会
を
行
い
、
大
い
に
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

  
女 

性 

部 

通 

信　
通
常
総
会
in 

大
津

新入会員のご紹介
　

亀
山
商
工
会
議
所
女
性
部
は
、
経
営
に
関
す

る
講
習
会
や
教
養
講
座
を
開
催
す
る
ほ
か
、
会

員
相
互
の
親
睦
交
流
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
観
音
山
春
ま
つ
り
や
亀
山
市
関
宿

納
涼
花
火
大
会
な
ど
で
バ
ザ
ー
に
参
加
し
、
地

域
と
の
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三

重
県
女
性
会
連
合
会
や
全
国
女
性
会
連
合
会
の

総
会
な
ど
に
も
出
席
し
、
全
国
各
地
の
女
性
部

の
方
た
ち
と
の
交
流
も
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
観
音
山
春
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
の
売

上
を
全
額
、
い
わ
き
商
工
会
議
所
女
性
部
を
通

じ
て
寄
贈
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
も
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
食
と

健
康
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
健

康
料
理
教
室
や
講
演
会
「
知
っ
て
お
き
た
い
乳

癌
の
知
識
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
達
と
一
緒
に
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

亀
山
商
工
会
議
所　

女
性
部　

　

℡  

八
二
―
一
三
三
一

　

亀
山
商
工
会
議
所
で
は
、簿
記
検
定
と
珠
算
・

暗
算
検
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

簿
記
検
定
は
、
年
三
回（
六
月
・
十
一
月
・

二
月
）、
珠
算
・
暗
算
検
定
は
、
年
二
回（
六
月
・

十
月
）に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

簿
記
検
定
は
、
経
理
・
会
計
担
当
者
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
社
会
人
に
役
立
つ
知
識
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
簿
記
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
企
業
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
分
析

で
き
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

経
理
・
会
計
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の
み
な
ら

ず
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
方
な
ど
の
受
験

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
そ
の
他
の
商
工
会
議
所
主
催
の
検
定
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

【
商
工
会
議
所
検
定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.kentei.ne.jp

亀
山
商
工
会
議
所
女
性
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　

入
り
ま
せ
ん
か
！

検
定
情
報  

日
商
検
定
の
ご
案
内

亀
山
商
工
会
議
所
女
性
部　

　

灯
お
ど
り
＆
葛
葉
太
鼓
の

　

練
習
を
始
め
ま
し
た
！

　

亀
山
商
工
会
議
所
女
性
部
は
、
平
成
二
十
六

年
に
行
わ
れ
る
亀
山
商
工
会
議
所
女
性
部
三
十

周
年
式
典
に
向
け
て
、
亀
山
市
の
伝
統
文
化
で

あ
る
『
灯
お
ど
り
』
と
『
葛
葉
太
鼓
』
の
練
習

を
始
め
ま
し
た
。

　

灯
お
ど
り
は
女
性
部
会
員
の
岡
田
和
代
さ
ん

を
先
生
に
、
皆
、
ボ
ン
ボ
リ
を
手
に
し
て
、
亀

山
音
頭
と
亀
山
子
唄
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
お
ど

る
こ
と
に
少
し
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
伝
統
あ
る

お
ど
り
を
楽
し
み
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　

葛
葉
太
鼓
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
の
経

験
で
慣
れ
な
い
リ
ズ
ム
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、
太

鼓
を
叩
く
楽
し
さ
に
触
れ
、
皆
、
熱
心
に
ま
だ

ま
だ
譜
面
を
見
な
が
ら
で
す
が
頑
張
っ
て
練
習

を
重
ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
七
月
の
練
習
日
》

　

灯
お
ど
り
…
六
日（
金
）・
二
十
三
日（
月
）

　
　
　
　

十
九
時
三
十
分
〜
二
十
時
三
十
分

　
　

場
所
：
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　

葛
葉
太
鼓
…
四
日(

水)
・
十
四
日（
土
）・

二
十
四
日（
火
）　   

十
九
時　

〜　

二
十
時

　
　

場
所
：
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

※
変
更
が
あ
る
場
合
は
随
時
ご
連
絡
し
ま
す
。

途
中
か
ら
の
参
加
で
も
大
丈
夫
で
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事業所名 住　所 業　種

商業部会

グリーン・ライフ㈱鈴鹿山麓工房 加太中在家 飲食料品卸売業

㈲徳佐屋 川崎町 健康食品小売業

工業部会

亀 伊達製茶 辺法寺町 製茶業

㈲栄和工業所亀山営業所 川崎町 プラスチック製品製造業

協和産業㈱亀山工場 井尻町 マット製造業

金融部会

オフィスＲ 田村町 生命保険業

交通運輸部会

豊田商事 南鹿島町 一般貨物自動車運送業

牟婁合同運送㈲亀山営業所 安知本町 一般貨物自動車運送業

観光サービス部会

おしゃれ泥棒亀山店 南崎町 美容業

とりひろ 東御幸町 飲食業

夢来 東御幸町 飲食業

㈲マダインターナショナル 羽若町 インターネット関連事業

庶業部会

井崎アパート 布気町 不動産賃貸業

橋本孝一 北山町 不動産賃貸業

㈱星栄電化センター 東町 不動産賃貸業

日商物産㈱ 布気町 不動産賃貸業

一般社団法人
三重県建設業協会亀山支部 東丸町 事業協同組合
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か
め
や
ま
自
然
薯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ご
紹
介

　

亀
山
商
工
会
議
所
で
は
、
亀
山
産
の
自
然
薯

を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
に
平
成
二
十
二
年
度

よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
然
薯
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
に
県
の
地

域
産
業
資
源
に
認
定
さ
れ
た
、
亀
山
の
特
産
品

で
、
中
小
企
業
者
が
亀
山
の
自
然
薯
を
活
用
し

た
「
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
」
を
策
定

し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
と
、
補
助
金
や
低
金

利
融
資
な
ど
の
国
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
会
員
事
業
所
の
中
か

ら
自
然
薯
を
活
用
し
た
土
産
物
や
グ
ル
メ
産
品

の
商
品
開
発
に
意
欲
的
な
十
一
事
業
者
に
、
生

平
成
二
十
四
年
度
第
二
回
法
律
相
談
会
の
ご
案
内

　

亀
山
商
工
会
議
所
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
中

小
企
業
の
た
め
の
経
営
法
務
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
致
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
と
し
、
会
員

は
相
談
無
料
（
但
し
、
原
則
一
人
三
十
分
程
度

迄
）
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時　

八
月
七
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

四
時
（
一
人
約
三
十
分
：
先
着
五
名
ま
で
）

場
所　

亀
山
商
工
会
館

　
　
　
　
　
　
（
亀
山
市
東
御
幸
町
三
九
│

八
）

相
談
内
容
（
例
）

◦
取
引
先
と
の
ト
ラ
ブ
ル
：
様
々
な
契
約
上
の

問
題
や
、
売
掛
金
・
手
形
・
貸
金
等
、
債
権
回

収
な
ど
）

◦
事
業
承
継
（
会
社
内
の
後
継
者
問
題
や
、
親

産
者
と
行
政
等
の
支
援
機
関
を
加
え
、
平
成
二

十
三
年
八
月
〜
二
十
四
年
七
月
の
一
年
間
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
心
な
商
品
開
発

に
加
え
、
当
商
工
会
議
所
で
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
や
レ
シ
ピ
作
成
に
対
す
る
専
門
家
派
遣

等
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
完
成
度
の
高

い
商
品
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

事
業
終
了
後

は
、
い
く
つ
か

の
新
商
品
が
市

内
で
販
売
見
込

で
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

族
間
等
の
遺
産
相
続
・
財
産
分
与
・
贈
与
な
ど
）

◦
人
に
関
す
る
問
題（
労･

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

従
業
員
の
抱
え
る
法
律
上
の
問
題
へ
の
対
応
な

ど
）

◦
不
動
産
（
土
地
・
建
物
の
賃
貸
・
売
買
契
約
）、

交
通
事
故
、
離
婚
、
債
務
整
理
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
等
）
な
ど
、
様
々
な
法
律
上
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て

相
談
員　

楠
井
法
律
事
務
所 

所
属 

弁
護
士

※

な
お
、
申
込
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
相
談
ご
希
望
の
方
は
折
込
の
チ
ラ
シ

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、当
所
〈
℡（
〇

五
九
五
）
八
二―

一
三
三
一
、
℻
八
二―

八
九

八
七
〉
ま
で
お
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

生
命
共
済
は
役
員
及
び
従
業
員
の
福
利
厚

生
制
度
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
、
死
亡
保

障
、
高
度
障
害
保
障
、
入
院
給
付
金
、
ガ
ン

死
亡
保
険
金
付
き
共
済
で
す
。

　

生
命
共
済
制
度
に
ご
加
入
の
事
業
所
で
、

新
規
雇
用
や
退
職
な
ど
に
伴
う
異
動
や
加
入

者
氏
名
の
変
更
・
事
業
所
の
住
所
変
更
・
代

表
者
変
更
な
ど
が
発
生
す
る
場
合
は
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
所
定
の
用
紙
を
持
っ
て
担
当
者
が
手
続

き
に
参
り
ま
す
。

　

加
入
、
脱
退
手
続
き
は
も
ち
ろ
ん
、
加
入

状
況
等
の
確
認
・
給
付
の
請
求
を
し
た
い
場

合
も
ご
遠
慮
な
く
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
、

ア
ク
サ
生
命
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
連
絡
先
》

　

亀
山
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

 

℡
八
二―

一
三
三
一

　

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
亀
山
分
室

　
　
　
　
　

 

℡
八
三―

四
〇
一
六

　

会
社
名
、
代
表
者
名
、
住
所
な
ど
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
、
当
所
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
く
か

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
会
員

基
本
項
目
変
更
届
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

登
録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

当
所
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

登
録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

当
所
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

登
録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

当
所
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

当
所
で
は
本
年
度
よ
り
、
法
律
相
談
を
偶
数
月
第
一
火
曜
に
開
催
し
ま
す
!

生
命
共
済
制
度
ご
加
入
の
事
業
所
役
員
、

従
業
員
の
方
の
退
職
等
に
伴
う
異
動
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

生
命
共
済
制
度
ご
加
入
の
事
業
所
役
員
、

従
業
員
の
方
の
退
職
等
に
伴
う
異
動
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
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栄
町
で
お
店
を
始
め
て
十
七
年
目
を
迎
え

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
沢
山
の
方
と
補
聴
器

を
通
し
て
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

補
聴
器
を
付
け
て
話
し
声
が
聞
こ
え
た
瞬

間
の
お
客
様
の
イ
キ
イ
キ
と
し
た
喜
び
溢
れ

る
笑
顔
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
励
み

で
あ
り
、「
市
内
の
一
人
で
も
多
く
の
方
に

お
耳
か
ら
元
気
に
な
っ
て
頂
き
た
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
に
亀
山
市
で
は
唯
一
の

『
認
定
補
聴
器
専
門
店
』
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
専
門
機
器
が
あ
り
認
定
補
聴
器
技
能

者
が
い
る
お
店
に
し
か
取
れ
な
い
厳
し
い
制

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総

称
で
す
。
従
業
員
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
場
合
は
、
労

働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従

業
員
や
事
業
主
の
皆
様
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
づ
く
り
の
た
め
、
労
働
保
険
に
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。
亀
山
商
工
会
議
所
で
は
、
厚
生
労
働

大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
労
働
保
険
の
事
務
組

合
と
し
て
、
労
働
保
険
に
関
す
る
事
務
手
続
き

の
代
行
業
務
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
務
委
託
対
象
事
業
主　

常
時
使
用
す
る
労
働

度
で
す
。

　

困
っ
た
時
に
す
ぐ
相
談
で
き
る
身
近
な
お

店
作
り
を
目
指
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
一
緒
に
お
気
軽
に
ご
来
店
下
さ
い
。

　
者
が
三
〇
〇
人
（
金
融
・
保
険
・
不
動
産
・
小

売
は
五
〇
人
、
卸
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
〇

〇
人
）
以
下
の
事
業
主
の
方

こ
う
い
う
方
に
お
勧
め　

◆
事
務
手
続
き
が
わ

か
ら
な
い
。◆
人
手
不
足
で
書
類
作
成
や
届
出

等
の
事
務
処
理
を
す
る
余
裕
が
な
い
。◆
労
働

保
険
の
年
度
更
新
が
難
し
い
。◆
事
業
主
お
よ

び
家
族
従
事
者
も
労
働
保
険
に
加
入
し
た
い
。

労
働
保
険
事
務
組
合
委
託
の
メ
リ
ッ
ト　

①
事

務
の
手
間
が
省
け
る
②
保
険
料
を
三
分
納
で
き

る
③
事
業
主
が
労
災
に
入
れ
る

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

亀
山
商
工
会
議
所　

労
働
保
険
事
務
組
合

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

算
定
基
礎
届
は
正
し
く
届
け
ま
し
ょ
う

　

毎
年
七
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
「
算
定
基

礎
届
」
は
、
七
月
一
日
現
在
の
す
べ
て
の
被
保

険
者
（
そ
の
年
の
六
月
一
日
以
降
に
資
格
取
得

し
た
方
を
除
く
）
の
四
月
・
五
月
・
六
月
に
支

払
っ
た
報
酬
額
（
給
与
等
）
を
も
と
に
、
そ
の

年
の
九
月
一
日
か
ら
翌
年
の
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要

な
届
出
で
す
。

　

こ
の
標
準
報
酬
月
額
は
厚
生
年
金
保
険
等
の

保
険
料
や
将
来
受
給
す
る
年
金
額
の
計
算
の
基

礎
と
な
り
ま
す
の
で
正
し
く
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

算
定
基
礎
届
届
出

算
定
基
礎
届
届
出

スケジュールスケジュールスケジュール

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

事業主 共同経営者

加入できない

事業主 共同経営者

2名まで加入できる
※詳しくは下記連絡先まで

平成23年1月から、個人事業主の
「共同経営者」も加入できます！
一事業主につき「２名」まで。

〒519-0124　三重県亀山市東御幸町39-8 TEL. 0595-82-1331   FAX. 0595-82-8987

７月
　　04日(水)　　記帳継続指導
　　10日(火)　　花火関係団体連絡会議
　　11日(水)　　青年部正副監事会・役員会
　　12日(木)　　女性部役員会
　　19日(木)　　正副部会長会議
　　19日(木)　　亀山市の道路整備に係る勉強会
　　20日(金)　　青年部７月例会
　　21日(土)　　関宿夏まつり〈～22日(日)〉
8月
　　04日(土)　　灯おどりまつりin亀山
　　　　　　　　亀山市納涼大会
　　18日(土)　　亀山市関宿納涼花火大会

住　　所　亀山市栄町 1488-224（オークワ南側）
電　　話　0595-83-4338　定休日　水曜・祝日
営業時間　9:00～17:00
ホームページ　補聴器プラザあすなろ で検索

補
聴
器
プ
ラ
ザ　

あ
す
な
ろ

店内にスタッフ手作りの
お耳の情報紙や健康レシピを
置いています
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